熊谷地方気象台　Ver.5


※標準的な訓練プログラムのため各学校の実情を反映した内容にする必要あり
■基礎データ
	タイトル
	緊急地震速報による対応訓練(ショート訓練)

	ねらい

(学習目標)
	１．緊急地震速報の事前学習を生かし、緊急地震速報を聞いた時に自分の判断で自分の身を守る対応行動を習得させる

	対象学年
	小学生全般

	教科・イベント等
	緊急地震速報による対応訓練(ショート訓練)

	訓練形態
	教室（普通教室）　　　　　　　　　　　　　　　　                       　   計５分

	準備
	緊急地震速報訓練キット（チャイム音＋アナウンス＋地震の揺れの効果音）（気象庁）
緊急地震速報訓練用音源（津波に備える）（気象庁）


■学習の流れ
	構成
	内容
	教職員の行動
	児童の行動

	１　緊急地震速報
（2分）


	緊急地震速報のチャイム音（４回）とアナウンス「地震です。落ち着いて身を守ってください」
地震の揺れの効果音
	□出入口を空けて通路を確保する

□児童の行動については教職員側から指示をしない

□机の下にもぐれない／上手く行動ができない児童に対しては、教職員から指示を与える

□効果音の最中に、机から出てきた児童に対しては注意する
	□緊急地震速報を聞いたら、自らの判断で、「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」安全な場所へ移動し身を守る
□教室では、机の下にもぐり、机の脚を対角線にしっかりつかみ、揺れが収まるまで待つ


	２　訓練放送

（3分）


	放送「訓練、訓練、訓練。緊急地震速報による訓練です。みなさん、自分の身を守る行動がとれましたか。これで訓練を終了します。（振り返りをする場合）この後、教室で振り返りをしてください」
	□放送を受けて、児童が自分の判断で身を守る行動がとれたかを観察する

※近くの机に潜ることを指導

□訓練の振り返りを行う(事後学習などで指導する)
	□放送を受けて、引き続き机の下で退避行動をとる

□教職員や校内放送の指示を、静かにきく

□自分の行動を振り返る(事後学習などで学習する)



■評価ポイント

	１．緊急地震速報を聞いて身を守る適切な対応がとれたか


■関連学習
	１．本事前学習を初めとして「事前学習→実践訓練→事後学習」という学習プログラムで、緊急地震速報を用いた対応行動を学び・習うことができる

	２．ショート訓練は日時を周知しない「抜き打ち訓練」として利用することができる

	３．小学校高学年は、緊急地震速報の原理などの「理科学習」につなげることができる


ステップ２　実践訓練プログラム（５分）









